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 事業主体 国・学校施設課 

○ 主 旨 

学校と地域社会が連携協力することの重要性を鑑み、地域のもつ教育力を活かし

た学習活動や地域の生涯学習活動等を実施するための場、また、地域の人々の交流

の場などを備えた地域コミュニティの拠点としての学校施設の整備推進を図りま

す。 

 

○ 概 要 

１ 交付金の算定割合 ： １／３ 

２ 対 象 校 ： 小学校、中学校、中等教育学校の前期課程及び特別支援学校 

３  整備内容 ： 学校施設の複合化を促進するとともに、地域の生涯学習活動等の

拠点となるよう他の文教施設や、福祉施設との有機的な連携を図

るために必要となる施設の整備 

・ 文教施設（社会教育施設、社会体育施設、文化施設、文化財保護施設） 

・ 福祉施設（高齢者福祉施設、児童福祉施設等、身体障害者更生援護施設等） 

・ その他、学校施設と複合化することが適当と認められる施設 

 

※ 詳細については、学校施設課にお問い合わせください。 

 

 

地域のスポーツ振興について期待していることは、「高齢者の生きがいづくり」

「地域のコミュニティの形成・活性化」であると県民の半数以上が考えています。 

 

推進事業の概要11111111－○57  

 生涯スポーツの振興
スポーツ環境の充実 
11 スポーツ施設の利用拡大・充実 

12 スポーツ情報提供ｼｽﾃﾑの充実 

○57     地域・学校連携施設整備事業 
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 事業主体 スポーツ健康課 

 

○ 主 旨 

文部科学省では、国民が日常生活の中でスポーツ活動に親しむことができるよ

うに、従来から学校の体育施設を学校教育に支障のない範囲において地域住民の

スポーツ活動に供する事業(以下「学校体育施設開放事業」という。)を奨励援助

してきました。 

健康で文化的な生活を営むためには、日常生活におけるスポーツ活動を活発に

する必要がありますが、生活水準の向上や自由時間の増大等によりスポーツ活動

に対する欲求は急激に高まってきています。このような地域住民の要請に応える

ためには、公共のスポーツ施設を計画的に整備していくとともに、学校教育に支

障のない限り、学校の体育施設の効率的な利用を促進する必要があります。その

ため学校体育施設開放事業を推進していきます。 

 

○ 概 要 

 

県立高等学校体育施設開放事業 

 

開放校数 県立学校２２校 

開放施設 屋外運動場 屋内運動場 武道場 その他 

時  間 
昼 間：ＡＭ９：００～ＰＭ４：３０ 

夜 間：ＰＭ７：３０～ＰＭ９：３０ 

年間標準 

開放日数 

昼 間： ２０日 

夜 間：１５０日 

 

○ 申込み方法 

１ 利用者の範囲 

スポーツ活動を目的とし、県教育委員会に登録されている成人を含む５名以

上の団体となります。 

２ 利用手続 

開放施設の利用を希望する団体の代表者は、各校にある所定の申込書に必要

事項を記入し、それぞれの学校に提出して、県教育委員会の許可を得ることと

なります。 

 

推進事業の概要11111111－○58  

 生涯スポーツの振興
スポーツ環境の充実 
11 スポーツ施設の利用拡大・充実 

12 スポーツ情報提供ｼｽﾃﾑの充実 

○58     学校体育施設の開放 
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 事業主体 スポーツ健康課 

○主 旨 

県民のスポーツやレクリエーション等の活動のための県有施設を計画的に整備し

自ら主体的に過ごす生活時間（３次活動）の有効活用を支援します。 

 

 ◆「小瀬スポーツ公園体育館空調設備整備」 

県民のニーズに応え、良好なスポーツ環境を提供するため、小瀬体育館に空調設備

を整備し、平成２２年 7月２１日に供用を開始しました。 

 ◆「小瀬スポーツ公園陸上競技場電光掲示板の改修」 

県民の「見るスポーツ」に対するニーズに応えるために、動画表示も可能な大型映

映像装置に改修し、平成２１年８月２日に供用開始しました。 

 

                     

 

○59     県有スポーツ施設の整備 

推進事業の概要11－○59  

 生涯スポーツの振興
スポーツ環境の充実
11 スポーツ施設の利用拡大・充実 

12 スポーツ情報提供システムの充実 
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県民の運動・スポーツの活動利用施設 
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県民の 47.1%は、公共の施設を利用して 
運動・スポーツを行っています。 

各種スポーツ施設の整備については、 

全国調査より 10％以上高くなっています。 
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 事業主体 山梨県体育協会 

○主 旨 

県民に本県のスポーツのあゆみ等を周知するため、関係する物品、記録等を展示し、

メモリアルホールの充実を図ります。 

 

展示場所：小瀬武道館１階メモリアルホール 

 

展 示 品：かいじ国体天皇杯、皇后杯レプリカ、優勝

メダル、賞状等 

山梨県出身の有名選手が使用したユニ

フォーム等 

 

 

 

 

 

 

 

     かいじ国体関係の展示品 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        全日本代表のユニフォーム 

 
                     

 

○60     メモリ アルホールの充実 

推進事業の概要11－○60  

 生涯スポーツの振興
スポーツ環境の充実
11 スポーツ施設の利用拡大・充実 

12 スポーツ情報提供システムの充実 
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 事業主体 スポーツ健康課・山梨県広域スポーツセンター 

○主旨 

  県民のスポーツニーズに応じたタイムリーな情報提供や、市町村、スポーツ団体、総合 

 型クラブなどが参加できる交流の場の提供や、スポーツ指導者情報の提供により、生涯ス 

 ポーツの推進を図ります。 

 

○事業内容 

１ スポーツ情報ネットの運用 

  県下の総合型地域スポーツクラブの紹介、スポーツイベント情報及び指導者情報の提供 

 等により、総合型地域スポーツクラブの設立支援を図るとともに、地域スポーツの推進を 

 図ります。 

 

２ 指導者データベースの活用（指導者バンク） 

  やまなしスポーツ情報ネットの運用内の指導者検索システム（指導者データベース）を 

 活用し、利用者の要請によるスポーツ指導者の紹介業務を行います。 

 

３ スポーツ指導者として登録した者に対して、更新変更等の調査を行い、その結果をやま 

 なしスポーツ情報ネットに掲載し、常に新しい情報を県民に提供します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

推進事業の概要12－○61  

 生涯スポーツの振興
スポーツ環境の充実
11 スポーツ施設の利用拡大・充実 

12 スポーツ情報提供システムの充実 

○61     スポーツ情報ネット ワークの充実 

※※※※平成平成平成平成２４２４２４２４年年年年度度度度ににににリニューアルしましたリニューアルしましたリニューアルしましたリニューアルしました。。。。    


